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 特集／大腿骨近位部骨折治療の改革    

特集 緒言 白濵正博 川﨑病院 

 1. 大腿骨近位部骨折治療における多職種連携とレジストレ

ーションの必要性―機能回復のための早期手術のため 

重本顕史  富山市立富山市民病院 

 2. 分類による整復位と合併症―外反、後捻、嵌入変形に対

する整復の必要性と予後 

脇 貴洋 明石医療センター 

 3. 骨接合術、整復法と新しいインプラントの使い方―ピ

ン・スクリューの本数とサイドプレートの有無の使い分け 

依光正則 岡山大学大学院 

 4. 早期機能回復を目的とした人工骨頭の機種選択と進入―

近位 or 遠位設置型？ 前方 or 後方、または側方アプローチ

か 

馬場智規 順天堂大学 

 5. セメントレスステムかセメントステムか、BHA か THA

かの選択―年齢、活動性、骨粗鬆症の程度で判定？ 

井上尚美 仙台徳洲会病院  

 6. 術前分類法と術後分類法の意義―どの分類法が有用か 福田文雄 北九州総合病院 

 7. 解剖学的整復を目指して―整復位得られていますか  塩田直史 岡山医療センター 

 8. 骨折型、骨粗鬆によるインプラントの選択と固定法―い

つも同じインプラントでいいのですか 

中嶋隆行 おゆみの中央病院 

 9. 後外側骨片の意義と処置―どのような症例で必要か、整

復法と固定法について 

徳永真巳 福岡整形外科病院 

 10. AO 31-A3、Revers Type に対する治療法―γタイプで

不安定型と同じ固定法でいいのですか 

最上敦彦 順天堂大学 

 11. 転子部骨折術後合併症に対する治療―カットアウト、偽

関節、感染のサルベージ  

野田知之 川﨑医科大学 
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